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読書力評価の国際標準にむけての一考察（3）  

－オーストラリアのDARTの分析－  

足 立 幸 子   

1．はじめに   

本研究の最終的な目的は，学校教育における児童・生徒の読書活動を推進し活性化するような  

読書力評価とはどのようなものかを考察することである。国際化時代の現代においては，たとえ  

言語が異なったとしても，読書力評価を考えるときには「国際標準」を視野に入れる必要がある。  

そこで，本研究では，国際的に影響力のある国々の国内標準を示したテストを分析し，我が国の  

読書力評価の手法を再考したり，読書力に対する概念を拡大させたりすることを目指してきた。  

イギリスのナショナル・テスト，アメリカのNAEPテストの分析に引き続き（1），本稿は第三弾で  

ある。本稿では，オーストラリアを取り上げることとする。オーストラリアを取り上げる理由は  

次の3点である。  

1）PISA2000，PISA2003は）のオーストラリアの成績が上位であること。   

2）特に，クリティカル・リテラシー，マルチリテラシーズ，メディア・リテラシーの研究及び  

実践が盛んであり，新しい時代の読書あるいはリテラシーをとらえようとする背景があるこ  

と。   

3）2）に関連して，オーストラリアの教育は，アメリカなど佃の英語圏の国で高く評価されて  

いること（3）。   

オーストラリアにおける評価において，本研究の問題意識である，国内標準というレベルのも  

のは，DART（DevelopmentalAssessmentResourceforTeachers）である。これは，PISAのオ  

ーストラリア担当でもあるオーストラリア教育研究協諌会（The Australian Councilfor  

EducationalResearchLtd，以下ACERと略記する）が作成している。オーストラリアは，州ご  

とに教育を行っているが（4），DARTはほぼどの州でも実施されているので，実質の国内標準と見  

ることができるのである。   

以上のことをふまえて，本稿では，DARTにおいて実施される読書力評価を分析し，我が国に  

おける読書力評価に示唆を得ることを目的とする。  

2．DART小学校中学年用英語の概要   

DARTには，小学校中学年用英語（DARTEnglishMiddlePrimary）と，小学校高学年及び中  

学校用英語と，小学校高学年及び中学校用数学の3種類がある。本稿では，小学校中学年用英語  

を取り上げる。これは，教師が，児童・生徒の「見ること（viewing）」「読むこと（reading）（5）」  
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「話すこと（speaking）」「聞くこと（1istening）」「書くこと（writing）」の5つの領域を評価するよ  

うにデザインされた評価パッケージである。図1は，そのことを，ACERが教師用ガイドの中で，  

図示したものである。「見ること」が中心となっており，共通の教材が用いられていることが，興  

味深い。DARTは，教師が実施するという点では，イギリスのナショナル・テストに近いもので  

ある。しかし，州を超えて共通に行われる評価という点では，ナショナル・テストだけでなく，  

アメリカのNAEPにも近いものである。  

以下は，DART′J、学校中学年用英語の教師用ガイド（6）の冒頭の文章である。   

DART小学校中学年用英語は，「神話と伝説」をテーマとし，学級で活動が行えるようにデ   

ザインされている。中心となる活動は，ビデオ「なぜ蚊の羽音は人の耳に届くか」である。そ   

れぞれの課題（足立注，見ること，読むこと，話すこと，聴くこと，書くことに関する各課題）   

は，生徒の姿（performance）を評価するためのガイドラインによって，統合され全体として   

の成績が出るようになっている。全ての活動は，3年生か4年生の教室の中で，徹底的にテス  

トされ，それを用いた教師と生徒からのフィードバックを基礎として洗締されたものである。   

DART英語は，教室の中の一つのリソースとして，達成をみる教師の評価の一部として用い   

られることを意図としている。教師の自由裁量か，もしくは，学校における評価や報告の手続   

きの一部として，用いられるものである。   

教師は，授業中の都合のよい時に，英語のスキルのこれらの領域の一つかそれ以上を評価す   

るために，DARTを用いることができる。   

このように「見ること」を言語能力の一つとして位置づけていることは，多様なリテラシーを  

扱おうとするオーストラリアならではのことといえる。また，ビデオ「なぜ，蚊の羽音は人の耳  

図1 DART／ト学校中学年用英語の全体構成  
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に届くのか」と雑誌「私たちはもっと知りたい」を評価するための素材として，見ること，読む  

こと，話すこと，聞くこと，書くことに密接な関連を持たせているのは，評価ツールの開発とし  

ては興味深い。しかし，オーストラリアのビデオの形式は我が国と異なるため，このビデオはせ  

っかく入手したにも関わらず視聴することができなかった。また，本稿は，このようなオースト  

ラリアの幅広い言語能力のとらえ方に興味を持つものの，最終的には，読書力＝「読むこと」の評  

価をどのように行っているのかに注意を払うものである。これらの事情から，以下では，「読むこ  

と」の評価についてのみ検討することとする。  

3．DART小学校中学年用英語における「読むこと」の概要   

小学校中学年用英語にはA型とB塑の2種類がある。A型は，雑誌を読んで，解答冊子中の設  

問に解答するのが1時間，絵本の表紙を見て，教師の出した質問に答えるのが15分間である。B  

型は，雑誌に対する解答1時間のみである。そこで，本稿では，紙面の都合上，A型を取り上げ  

る。なぜなら，A型とB型の雑誌の作り方や設問の仕方は大変よく似ており，B型で指摘できる  

ことは，A塑でも指摘できるからである。なお，B型の内容については，往7に示しておくこと  

とする（7）。   

DARTの具体的なテスト内容を示すには，（1）読むための素材，（2）テストの解答冊子と設問，  

（3）評価基準の3つを示す必要がある。まず，それぞれの概要を述べる。  

3－1．素材・設問・評価基準の概要  

（1）読むための素材   

DART小学校中学年用英語A型の読むための素材には，『私たちはもっと知りたい（A型）』と  

いう名の雑誌と，町ポーナルー清一のくちばし』という名の本がある。雑誌の方はACERが作成  

したものであるが，本の方は，NarelleOliverという作家が書いた市販の絵本である。それぞれ  

の概要を説明する。  

『もっとはもっと知りたい（A型）』は，表紙・裏表紙も含めて計8ページからなる薄い冊子で  

ある。冊子ではなく「雑誌（magazine）」という言葉を用いているのは，普段の読書生活の中にあ  

る自然に近い状態を作ろうとしているためと考えられる。雑誌形式は，イギリスのナショナル・  

テストでもあった。ただし，DARTが，これを雑誌として子どもに読ませようとしているかにつ  

いては，不十分であるといわざるを得ない。なぜなら，詳しくは後述するが，雑誌という表現形  

式にかかわる設問が含まれておらず，特に表紙や裏表紙についての設問がないからである。通常  

雑誌には，様々なジャンル・形式の文章・情報が示されていて，多面的な「読むこと」を反映し  

やすい。多様な文章形態のものを出題する手段として，雑誌という形をとっていると判断できる。  

『ボーナルー湾－のくちばし』は，版画の絵で構成された絵本である。この絵本は，1993年の  

野生社会環境賞に推賞され，1994年にはオーストラリア児童図書評議会の絵本賓候補となった。  

次のような話である。ボーナルー湾は，穏やかで静かなところだったが，ある日誰が一番素晴ら  

しいくちばしを持っているかで鳥たちがけんかを始めた。そこで，賢い年寄りペリカンが智恵を  
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出してこのけんかをおさめ，また，平和で穏やかなボーナルー汚がもどってきた。野生の自然が，  

木版画の絵を伴って，生き生きと描かれている。  

（2）テストの解答冊子と設問   

解答冊子（AnswerBooklet）という名がついている。全部で16ページあり，各設問が素材のど  

こに該当するのか，「雑誌の○ページのロロを読んで，次の設問に答えなさい。」という区切りが  

明確につけてある。表1は，素材と設問の関係を示したものである。設問23までは雑誌『私たち  

はもっと知りたいA型』から出題され，24以降は絵本『ボーナルー湾－のくちばし』から出題さ  

れている。ただし，この『ポーナルー湾－のくちばし』は，その本を読んでから解答するのでは  

なく，本の表紙だけを見て，中身を予想して解答するのである。   

各設問の内容を表2（53ページ）に示す。設問の形式は自由記述のもの，絵を描くもの，4つ  

の選択肢の中から1つを選ぶもの，など多様である。自由記述には正答の幅が狭い（いわゆる  

「正解」があるもの）と，オープンエンドのものとがあり，記述スペー スも設問によって異なる。  

そのスペースを括弧書きで，各設問の後に示すことにする。例えば，「1なぜその男は彼の息子  

に，太陽に近づきすぎるなと言ったのでしょうか？（2行）」であれば，この解答を記述するため  

に2行分のスペースがとってあるという意味である。（1コマ，3行）であれば，絵を措くための  

四角い粋が1つに，文章を書くための3行分のスペースがあるというわけである。（4択）であれ  

ば4つの選択肢の中から1つを選ぶというものである。  

（3）評価基準   

DARTは，DevelopmentAssessmentResourceforTeachersというその名の通り，教師が児  

童・生徒の学力を評価するために，その評価情報を提供する趣旨で作成されている。通常担任教  

師が実施するわけであるし，採点も教師が行う。したがって，どのように採点したらよいのかと  

いう評価基準が，教師用ガイドに詳しく説明されている。設問によるが，通常は，妥当な解答の  

場合に1点，安当でなかった場合に0点で，それぞれの解答例が示されている。本稿では，紙面  

表1DAm小学校中学年英語A型の素材・設問番号・評価基準の相応表  

素  材  テスト   

素 材   素材の切れ目とタイトル   形態とジャンル   設問番号   

（1）表紙   雑誌ラジオ番組の写真   なし  

（2）イカロス   9コママンガ 神話   1、6  

（3）私はイグアナのために   説明文   7、11  
雑誌「私たち  

はもっと知り  
新聞記事   12【－15  

たいA型」  （5）かわいらしい蚊   辞   16～18  

（6）オリジナルの飛び出す民話  つくり方の指示（料理の   

をつくろう！   レシピのようなもの）  
19｛－23  

（7）裏表紙   ラジオ番組の写真，出典  なし   

本「ボーナル  
ー清一のくち  24、26   

ばしj   
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の都合上，一部の設問に関してのみ，その評価基準を後で示すこととする。  

3－2．素材の分析   

ここでは，まずどのような素材が読書力を測るために用いられているのかを分析する。媒体と  

しては雑誌と絵本の2つであるが，雑誌については，それぞれの各素材の切れ目にしたがって内  

容を示し，その後，その素材に関するコメントを加えることとする。なお，斜字体は，素材に直  

接その言葉や文章が書かれているものを筆者が訳したものであり，通常の字体は筆者の説明や描  

写である。  

（1）表紙（雑誌1ページ目）   

表紙には，タイトル「私たちはもっと知りたいJAのほかに，ラジオ局のスタジオのような写真がある。  

その写真には，DJの男の人と，スタッフの女の人，さらに，鳥の形をした大きなマスコット人形が置いて  

ある。「あなたを最高に（totheMAX）尊（勝者（雉話は赤い字で書いてある）J」という文の下には，赤  

い噴出しで，「今月のトピッタ…神鼠 伝説，虎鼠 さらに…」とある。   

今月のトピックは，この雑誌を貫くものとなっており，雑誌の「00特集号」といった雰囲気  

を出している。イギリスのナショナル・テストのように，雑誌という媒体が読書生活の一部に十  

分に認識されていることを読書力の一部と考えるならば，ここで，「雑誌」という媒体についての  

設問がなければならない。表紙には，ラジオ局のスタジオのような写真がついているが，この写  

真と2ページ以降の内容には，何のつながりも見出せない。雑誌という形式が，十分に吟味され  

ているとはいえない。  

（2）「イカロス」（雑誌2ページ目）   

9コママンガが描いてある。タイトルは「イカロス」で，ギリシャ神話のイカロスの話である。  

1コマ目 イカロスとダイダロスの絵，イカロスは少し曇った表情である。「一人の男とその虚子ば，ある  

虔の囚人（prisoners足立注，この島に監禁されていたという意味）だった。その男／よ，百分たち二人ば眉  

のように空を飛んで行きたいと穿った。」  

2コマ目 ダイダロスが糸と鳥の羽根の壷を前に座っている絵，ダイダロスは羽根を糸つなぎあわせてい  

るようである。「彼ば，粛とワックスと糸を庇って，一超の賞を作った。」  

3コマ目 ダイグロスがイカロスに話しかける絵。「「痺にあまり近づきすぎて飛ばないように。ざるない  

と，賞がぬれてLまうだろうから。Jと男は言った。」  

4コマ目 3とほぼ同じ絵。「「大腸にあまり近づきすぎて飛ばないように。さもないとワックスがとけて  

Lまうから。J」  

5コマ目 ダイダロスとイカロスが，翼をつけて飛んでいる絵。ダイダロスが事前に大きく，イカロスは  

後ろに少し小さく描かれている。「屏執 務の′良子ば，彼のすぐ後ろを飛んでいた。」  

6コマ日 二人とも飛んでいるが，イカロスが手前に，ダイグロスが後ろに措かれている。吹き出しで，  

カロス「わおJ」，ダイダロス「遠くに行き過ぎるな／」となっている。「Lかし すぐにその男の子吼  

イ
、
可
ノ
 
 

きうきして飛んでいってLまった。」  

7コマ目 イカロスが飛んでいる絵。絵は下の方から上にいるイカロスを見上げる形で構成されている。横  

に雲，海鳥，太陽が描きこまれている。「上に上に，高て高く，冴Jよ飛んだ。」  

8コマ目 イカロスが太陽に迫っていく絵。イカロスの表情は楽しそうである。下の方の文章が書いてあ  

る部分はちぎれて見えなくなっている。  

9コマ目 ちぎれて，絵の部分も，文章の部分もまったく見えなくなっている。  
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まず，9コママンガという素材が興味深い。マンガを読むことも読書力として位置づけている。  

8コマ目では下の文章が，9コマ目ではコマ全体がちぎれて見えないことで，それらの絵や文を  

想像させる設問がある。このように，マンガを読むこと，マンガの形式に従って想像してマンガ  

措くということも，読書力ととらえていることが分かる。  

（3）「私はイグアナのために」（雑誌3ページ目）   

背景にイグアナの絵が大きく措かれている。   

イグアナば大きを♪カグである。他のトカゲやヘビと何じように，爬盛粛に屠Lている。イグアナは，贋  

から屈まで約2メーいレ近くの長さで，届ばカ廉い。   

イグアナの体にJよ，符別を符徴がある。たいていは，貫から届にかナて，背にとげがある。イグアナは，  

大きを葺をのどのところにぶら下げている。手屈には，戯い爪の逢えた5本の措がある。   

木の上に住むイグアナるいるし 彪面にいるばうを好むイグアナるいる。訝らば席題に屈えるけれども，  

たいていのイグアナば草食樫である。果物・弟・草木の一部を食べる。嬉岸に住むイグアナば，藤草を食  

べる。  

1ページ分の科学的説明文である。このような素材は日本でもよく扱われている。ただし，大  

きなイグアナの絵がさし絵として措かれている。このさし絵は，この素材の第2段落を読む助け  

となるものである。設問の中には，文章で表現されたイグアナの体の部分が挿絵ではどこにあた  

るかを解答させる（設問9）ものもあり，文章だけでイメージを鮮明に持つことよりも，絵も利  

用して読むということを正当な読書力として積極的に認めていることがうかがえる。  

（4）「日食」（雑誌4ページ目）   

タイトル文字は，黒い常に灰色の字。黄色の背景に，三枚の日食の写真が並んでいる。その日食の写真  

とは，月が太陽を隠していく棟が「午後4：03，太陽が来て」「午後：4：31，さらに来て」「午後4：39，隠す」  

とある。この黄色の背景のところに黒字で「日食の間，月は太陽からの光をさえぎる」とある。   

その下に，新聞記事のような囲み。1995年10月25日付け。タイトルは，「恐ろしく魅力的な偉大なアジア  

の日食。」日食を見上げる三人のアジアの小学生の写真。写真の解説は「ハノイで学校の子供たちが手作り  

のめがねを通して日食をみている」となっている。しかし，その写真にかぶせて，赤い文字で，「注意！」  

と書いてある。その記事の内容は以下の通りである。   

今首，康■南アジアで，β食が起こりまLた。   

バシラン藷虜（眉立鐙，フィリピン，ミンダナオ鼻，南西部の点々のことノ でば，人々ば，β食ば巨大  

な．鳥が太屠を飲みこむことで起こると信じでいます。   

人々Jよ，その．寿が怖がっで行ってLまうようにと，やかんやをべで大きを普を立てます。   

注意   

これらの子供たちは，とても危倹を方法で太膚を点ています。覚えていでください。決Lて太屠を産凝  

月ではいげません。βに超傷をうけるかもしれをいからです。   

もっと安全に日食を月るために／よ，テレビをみてください。   

新聞記事のような形態の説明文である。日食の写真に基づく科学的説明と，バシラン諸島の  

人々の受け止め方と，アジアの小学生の写真及び説明と，日食の見方に関する警告の4つの情報  

が，組み合わさった形になっている。実は，我々の生活で行っている説明文を読むことは，この  

ような複数の形態の情報を組み合わせて理解するということである。しかし，日本において実際  

にテストで評価されるものは，一つの完結した説明文である。DARTのこのような形式は，読書  
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力を評価する方法として，我々に示唆を与えてくれる。  

（5）「かわいらしい蚊」（雑誌5ページ目）  

かわいらしい蚊（LovelyMosquito）という詩である。作者はDougMacleod，大きな蚊がページの上中  

央に1匹，小さい蚊がページの下の方に5匹，  

かわいらLい股   

かわいらLい叔よ，ぼくの威を刺Lている   

まるで彫像のように心安らかで静寂の，   

そこにいてよ／ ぼくは危害を加えないよ   

ただ，摩くたたきたいだけさ。  

レイアウトされている。  

ぼくの静脈にちくっとさして，お前ばおなかいっぱいにをるまで飲み干す  

だれもお前をぴLやつとば打たないだろう。  

さあ かわいらLい射よ，そこにじっとLてよ  

たたいて／ ぴLやJ ほらLとめたJ  
ドグ・マクロード   

下線線部分は大文字で書かれている。我が国でも詩を読むことは読む力として評価されている。  

（6）「オリジナルの飛び出す民話をつくろう！」（雑誌6～7ページ日）   

飛び出す民話とは，紙で作った飛び出すしかけのカードに，民話を尊くものである。カードとは大きさ  

A3判ぐらいの色画用紙である。それに加工を施す手元だけが移っている写真が合計で8枚あり，その写  

寛ごとに説明がついている。最後に，4名の子どもが作成した飛び出す民話カードを持ってほほえみ，そ  

の後ろには1人の牧師がほほえんでいる写真が載っている。その写真の下には「他の虎爵でも，飛び出す  

仕掛けを作っでみまLようノ」とある。それぞれの写真の手順（段階）は以下の通りである。  

労J段辟 カードを折って，その折った腐にごつの点を記LまLよう。  

節2段膵 それぞれの点から廊を引きまLよう 膵拍センチメー♪ノり。  

節3皮膚 廊に紛って切りまLよう。  

爵4段僧 坊ったところを後ろに静に折りまLよう。  

爵5段膵 カードの内郷に，その折った中心部分を引っ贋り劇LまLよう。  

欝6皮膚 新Lい首都のカードを後ろに辟り合わせまLよう。  

労7段膵 キャラクターを添えまLよう。  

節β段膵 解説はないが，「3匹のコブタ」と曹かれた，完成したカードがうつっている。レンガの家の前  

に1匹のコブタが，立っているカードである。   

作り方を示した説明文である。特徴は，写真がついているということである。文章を正確に読  

んで，作り方を理解することではなく，写真も含めて作り方を理解できるということが，ここで  

問われている読替力ということになる。  

（7）表表紙（雑誌8＜トージ目）   

表紙と同じ，ラジオ局のスタジオ写真。DJの男の人も，スタッフの女の人も，にこやかにこちらに向か  

って手を振っているという写真である。そこに，「私たちのラジオ番組を聴くのを忘れないでね。」「さよな  

ら，また来週。」という吹き出しが付けられている。さらに，「来月のトピックはペットを飼うこと」とあ  

る。このページの下のほうには，「かわいらしい蚊」の出典，「日食」や「オリジナルの飛び出す民話をつ  

くろう」の写真の出典が示されている。また，DARTを作成したACERの著作権表示もある。  

表紙のところで述べた繰り返しになるが，DARTでは，雑誌という媒体についての設問が一切  
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ない。イギリスのナショナル・テストは，署名記事や編集者のコーナーといったものがあり，「雑  

誌」という媒体を読んでいくことの意味が問われていた。このDARTの裏表紙も，「来月のトピ  

ック」など，雑誌という媒体を読む設問は作れるはずであるし，そうしてこそ，雑誌という形態  

を用いる意味があるのではないかと筆者は考える。  

（8）絵本「ボーナルー湾－のくちばし」  

「ポーナルー清一のくちばし」   

絵本である。表紙絵は，左手前に大きなペリカンの絵が措かれている。背景には，水辺にマングローブ  

の木，8羽の水鳥が空を飛んでいる様子が措かれている。   

子どもは，この本のタイトルや表紙絵に基づいて，本の内容を予想する。この素材は，①文章  

ではなく本という素材を読書するということを評価する点，②内容を読まずとも内容を推測する  

ことが重要な読書力ととらえている点，の2点において，我が国の読書力評価に示唆を与えるも  

のである。  

3－3．設問の内容と分類   

設問の内容を，表2（53ページ）に示す。前述のように各設問の後に括弧書きで示したことは，  

解答の形態を表す。例えば，「（2行）」ならば2行分のスペースを用いて記述する記述形式という  

意味であるし，「（4択）」であれば，4つの中から一つを選択する多項目選択式という意味であ  

る。記述形式で解答する設問が多いと言える。   

DARTの設問を詳細に検討するためには，なんらかの枠組みが必要であると考える。アメリカ  

のNAEPなどは，読むことを構成的な過程ととらえ，ABCD4つの側面を設定し，それに対し  

て設問を作成していた。しかし，DAmにはこのような読書の側面あるいは枠組みの提示はない。  

そこで，本稿では，二つの分類の方法を提案し，それぞれの分類に基づいて，DARTの設問を分  

析することにする。  

3－3－1．分類［（NAEPの読書の4側面を利用した分類）による分析   

MPは，読むことを構成的な過程ととらえ，4つの読書の側面を設定し，それぞれについて  

以下のような設問を出していた。  

A全体的な理解を形作る設問  

B解釈を展開する設問  

C読者とテクストのつながりをつける設問  

D内容と形式を吟味する設問   

まず，分類Ⅰとして，これらを設問の分類の指標と用いることとする。そして，各設問の分類  

結果を表2の分類Ⅰの欄に示す。   

足立（2004）で示したNAEPにおける4年生の文学的テクスト及び情報的テクストの計21の設  

問のうち，Aは2，Bは16，Cは2，Dは1であった。これに対して，DARTの方は，設問14に  

はaとbがあるので，計27ある設問のうち，Aが0，Bが17，Cが6，Dが3である。ここから  

判断できるDARTの特徴は，2点ある。1点目は，Aが1つもないということである。Aは通  
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表2 設問の内容と分類  

素 材   問  
分 類  

Ⅱ   

ロ  なぜその男は彼の息子に，太陽に近づきすぎるなといったのでしょうか。  B  RT    （2行）  
2  その男の子は，「うきうきして」飛んでいってしまった。これはどうい  B  00    う意味でしょうか。（2行）  

イカロス                            3  この絵の中では，男の子はとても高く飛んでいっている。そのことがど  B  TS    のように分かりますか。（2行）  
話の一部分からいくつかの語が失われています（破れて見えないような   

4  B  AY  

5  これは本当の話だと思いますか。あなたの答えを説明しなさい。（2行）  C  AY  

6  この話を終わらすために，絵と文を書きなさい。（1コマ，3行）   D  00   

7  第2パラグラフは私たちに次のことを敢えてくれます。（4択）   B  TS  

8  イグアナが背中にとげを持っているのは，なぜだと思いますか。（2行）  C  AY  

私はイグ  B  00  
アナのた  

めに  10  イグアナは自由な指を持っている。「自由な」とはどういう意味だと思  B  AY     いますか。（4択）  
四  ほとんどのイグアナは草食性である。このことは，彼らが～するという  B  TS    意味である。（1行）   
12  日食の間は何が起こっているのでしょうか。（1行）   B  RT  

13  バシラン諸島の人々は，日食の間何をしたのでしょうか。（2行）   B  RT  

14  ヘッドラインでは「恐ろしく魅力的な偉大なアジアの日食。」と言って  B  TS  

日  食                             a   

いるが，誰が恐れていたのか。（1行）  

14  

b   
誰が魅了されたのでしょうか。（1行）   B  TS  

あなたのクラスで，日食についてもっと調べようとしています。あなた   

15  
C  00  

16  なぜこの人は，蚊にそっと話しかけているのか。（2行）   B  AY  

かわいら い           17  なぜこの数語は大文字で書かれたのでしょうか。（2行）   B  00  

し蚊                    18  この作者は蚊をかわいらしいと思っていますか。（2行）   D  AY   

19  次の本のうち，「オリジナルの飛び出す民話をつくろう」のその作り方  C  00    が書いてあるとあなたが思うのはどれですか。（4釈）  
オリジナ  B  TS  

ルの民話  B  RT  

う  をつくろ  

なぜこの作り方の説明にこの写真（完成したものを持つ4人の子どもと   

23  
D  AY  

教師の指示を聞き取りなさい。（教師は，本のタイトル部分を指して，   

24  
D  00  

予想問題  

26  この本の中の話について考えなさい。2つか3つの文で，この話を書い  C  00    てください。（4行）   
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常，素材である文章が示されて，その文章を全体として判断する最初の設問であることが多い。  

DARTでは，それぞれの素材が短く，素材の形式が全体的理解を促すような構造になっているた  

めに，特にAのような全体を把撞するための設問は意味をなさないと考えられる。2点目は，C  

及びDの割合が高いということである。このことは，文章に善かれたことをそのまま正確に読み  

取るということよりも，自分の考えを示したり（C），形式を完成させたり（D）する設問が多いこ  

とを裏付けている。  

3－3－2．分類Ⅱ（QARを利用した分類）による分析   

さらに本稿では，本文にしたがって内容を正確に読み取ることを要求されているか，それとも，  

自分の経験に照らし合わせて，自由に解答することを要求されているかという点に注目したい。  

なぜなら，このことは，テストを作成する上で，重要な指標となるからである。ここでは，  

Raphael（1986）が指摘したQAR（QuestionAnswerRelationship）を用いることとする。QAR  

では，設問と解答の関係を4つに分類する。   

RightThere（そこにある。以下RTとする）。解答がテクストの中にあり，たいていたやすく  

見つけられるもの。解答になる単語や語句が，設問を表す文の中に含まれているもの。例）  

設問：ジャックは今日何に乗って学校に行ったか。解答：…だから，ジャックは，今日は  

馬に乗って学校に行った。   

ThinkandSearch（考え，探す。以下TSとする）。解答がストーリーの中にあり，解答者がい  

ろいろな話の部分を集める必要があるもの。例）設問：どのようにあなたはピーナッツ・  

バター・サンドイッチを作りますか。解答に関わるテクストの部分：一番目に，パンを何  

枚かとります。・・・（中略）‥・二番目に，ナイフをとります。…（中略）…三番目に，ピーナ  

ッツバター をとります。…   

AuthorandYou（作者と読者。以下AYとする）。解答はストーリーの中にはない。読者が既  

に知っていることや作者が述べていることの両方をいかに統合するかが問われる。   

OnMyOwn（自分自身で。以下00とする）解答は，ストーリーの中にはない。テクストを  

読まなくとも解答することができる。自分自身の経験を用いる必要がある。   

簡単な言い方をすれば，AYと00は，オープンエンドの設問になる可能性が高い。表2の分  

類Ⅱの欄に，分類した結果を示す。計27の設問のうち，RTに分類できたものが4，TSに分類で  

きたものが7，AYに分類できたものが8，00に分類できたものが8あった。AYと00の，文  

章そのものの理解という範囲に収まらないものが多いことが分かる。この多さを示すために，ア  

メリカのNAEPの小学校4年生向けのテストにおける設問計21を同じ方法で分析してみた（8）。RT  

が4，TSが10，AYが5，00が2となった。すなわち，NAEPでAY及び00に分類されるも  

のが33．3％であるのに村し，DARTでは，59．2％である。我が国の場合は，きちんとしたデータ  

に基づいたわけではないが，おそらく，RTとTSに分類されるものが多いのではないかと推測  

される。特にDARTでは，00に分類するものが多い。このことは，書かれている文章そのもの  

の理解だけではなく，文章そのものに触発された読み手の自由な発想とか，普段の読書生活に関  
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わる知識などが，設問を通して評価されていることを示している。オープンエンドという言い方  

を用いれば，我が国がクローズドエンド指向なのに村し，DARTはオープンエンド指向といえる。  

3－4．評価基準の例と分類Ⅱ   

紙面の都合上，全ての設問の評価基準を示すことはできない。そこで，特に我が国にはあまり  

見られない，DARTに特徴的な設問とその評価基準の例を示し，分類Ⅱの実際を示すことにする。  

設問5 これは本当の話だと思いますか。あなたの答えを説明しなさい。（2行）  

解答1点の基準：出来事の可能性に言及しているかこれが神話であるということを認識してい る。例1）  

いいえ，なぜなら人は飛べないからです。例2）いいえ，これは神話だからです。0点の基準：妥当でない  

解答かはいもしくはいいえの選択だけで説明がない解答。   

これは，本文に対して距柾を保って読むことを求めている。特に1点の例2）のように，「神話」  

というジャンルについての知識から解答を導いても，正答とする。このようにジャンルについて  

の意識を持っていることは，他の設問でも現れており，本文を読むということ以上に，子どもが  

持っている読書におけるジャンルに村する知識についても，評価を行っている。表2ではAYに  

分類したが，神話というジャンルに関する知識について解答をした場合には，むしろ00分類の  

方が適切であろう。  

設問6 この話（イカロスの9コママンガ）を終わらすために，絵と文をかきなさい。（1コマ，3行）  

解答1点の基準：興が溶けている絵か，翼が崩れて悲しい終わり方になっているか，あるいはハッピー  

エンドになっているもの。例1）彼の翼はとけてしまった。例2）男の子は水に落ちて沈んでしまった。例  

3）ちょうどそのとき，彼のお父さんが飛んできて，彼を助けた。0点の基準：話が終わらない場合。彼は  

素敵な時間を過ごした。もっともと高く。   

これは，一見するとAYに分類できそうであるが，あえて00に分類した。なぜなら，お点の  

採点基準にあるように，8コマ目までを正確に理解しているということよりも，9コマ日でマン  

ガが終わるのだということを理解していて，話を終わらせているということが重視されているか  

らである。このように，自分として話をどのように展開していくかということも，読書力として  

とらえられている。  

設問15 あなたのクラスで，日食についてもっと調べようとしています。あなたは何を知りたいと思いま  

すか。（2行）  

解答1点の基準：新しい関連する情報を探す。例1）なぜ日食が趣こるのか。例2）どれくらい頻繁に日食  

は起こるのか。例3）月はどれぐらいの大きさか。0点の基準：質問になっていない。記事の繰り返しの情  

報。もしくは，トピックに関係がないこと。例1）この話は本当ではない。例2）少女たちは何を見ている  

のか。例3）めがねをどうやってつくるのか。  

00に分類した。関連して，新しい疑問がもてるを読書力として評価している。  

設問16 なぜこの人は，蚊にそっと話しかけているのでしょうか。（2行）  

設問17 なぜこの数語は大文字で書かれたのでしょうか。（2行）  

設問18 この作者は蚊をかわいらしいと思っていますか。（2行）  

解答及び評価基準の提示は省略する。  

設問16はAYに，設問17は00に，設問18はAYに分類した。詩を読むときには，本文そのも  
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のに解答が含まれていることは少なく，自分の持っている知識や感覚を総動員しなければならな  

いことを示している例といえる。  

設問19 次の本のうち，「オリジナルの飛び出す民話をつくろう」の作り方が書いてあるとあなたが思うの  

はどれですか。（4択）  

1親子の馬の絵「イソップ童話」 2お面や人形のカードの絵「工作のアイディア」   

3ブタの絵「ブタ＝ブタの真実」 4くまのぬいぐるみの絵「やわらかいおもちゃをつくる」  

解答1点の基準：2つ目を選んでいる場合   

これは，00に分類した設問である。ここで問われていることは，子どもが本を多く読んだ経  

験があるか，あるいは，本に関する適切な知識を持っているかである。  

設問22 もしもあなたが第6段階の前に第7段階をしたなら，飛び出すカードはそのまま作れるでしょう  

か。あなたの解答を説明してください。（2行）  

解答1点の基準：「はい」か「いいえ」で答えていて，かつ，この作業を紙の反対側で行う（すなわち裏  

紙を貼る）ということを理解している。例1）はい。なぜなら，カードの反村側に仕掛けているからです。  

例2）いいえ。なぜなら，登場人物が壊れてしまうからです。0点の基準：説明がないかこの作品に変更  

を加えたことが言及されていない。例1）いいえ。十分に強くないからです。例2）いいえ。穴が開いてし  

まうからです。   

これは，AYに分類した設問である。この設問で要求していることは，「はい」でも「いいえ」  

でもない。裏紙を貼るという現象を理解し，かつ，自分がカードを作るとした場合の見解を尋ね  

ている。つまり，カードを作るという行為とそれに関する妥当な判断が問われている。  

設問23 なぜこの作り方の説明にこの写真（完成したものを持つ4人の子どもとほほえむ1人の教師が写  

っている）があるのですか。（1行）  

解答1点の基準：目的の安当な説明。例1）カードを仕上げたことを示すために。0点：例1）みんなが  

どのように作ったかを示すために。   

これは，AYに分類した。これは，作り方の手順を理解しただけでは解答できない。作り方の  

手順を示した文章，あるいは，雑誌という媒体に村する知識が含まれているからである。  

設問24 教師の指示を聞き取りなさい。（ちなみに，教師は，本のタイトル部分を指して，「これは何です  

か。」という質問をすることになっている。）（1行）  

解答1点の基準：タイトル，本の名前。0点：例1）ボーナルー湾－のくちばし。例2）見出し。  

この設問は，本というものに関する知識を問うている。00に分類した。  

設問25 この話はどこの話だと思いますか。あなたの解答を説明してください。（2行）  

解答 2点の基準：絵やタイトルという辛がかりをつかって，場所を特定している。また，その理由も述  

べている。例1）水が見えるので海岸です。例2）マングローブがあるから沼地です。例3）タイトルにある  

からポーナルー湾です。ポーナルー湾と呼ばれている海岸です。  

1点の基準：妥当な理由は示していないが水に関係したところであることを述べている。例）海岸，湾，  

湖，ポーナルー湾，鳥が住んでいるのだから水際です。0点の基準：安当でない答えあるいは場所が特定  

できない場合。例1）砂漠。例2）森です。なぜなら水鳥と海草があるからです。  

これは，絵本の表紙の絵やタイトルをどのように読んでいくかという設問である。TSに分類  
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した。  

設問26 この本の中の話について考えなさい。2つか3つの文で，この話を書いてください。（4行）  

解答 2点の基準：「ペリカン（または鳥）」，「くちばし」，「競争」の3つを含んだ話の要約。例1）私は，  

この話は，鳥たちが一番良いくちばしを持ったのはだれかをみつける競争をしている話だと思います。例  

2）2，3羽の鳥がいて，彼らほ，自分たちのくちばしが一番良いということを思っていて，そうであると  

いうことを示したくて，対決しているのです。1点の基準：前述の3つのうち，1つか2つを参照した要  

約，もしくは，本のタイトルの言い換え。例1）くちばしが一番だから，ペリカンが全ての鳥のボスである  

という話です。例2）堆が一番良いくちばしを持っているかで，鳥たちがコンテストをするという話です。  

ボーナルー湾の一番良いくちばしの話です。   

話の内容を読まずに予測するという意味で，00に分類した。しかし，自由な予想をすること  

についても，このような採点基準があるのは，参考になる。本を本として読んできた子どもでな  

ければ，このタイプの設問には答えるのが困牡である。  

4．考察   

以上，DARTの小学校中学年用英語のA型の素材・設問を評価基準を参照しながら分析した。  

全体を通してまとめると，DARTにおいては，我が国では取り上げていない以下のような点を，  

テストという形式で評価していると言える。  

（1）テストに使用する媒体を工夫していること   

一つの素材を複数の領域で使用するというのは，面白い発想である。特に分析したのは，小学  

校中学年用英語のA塑であったが，「雑誌」という形態をとることで，マンガ，新聞記事，詩，写  

真など様々な素材を取り扱うことができていた。しかし，イギリスのナショナル・テストに見ら  

れるように，「雑誌」という媒体そのものに対する設問は，表紙でも裏表紙でも，その他のページ  

でも見られなかった。   

特に，マンガを読むこと，複数の情報を含んだ新聞記事を読むこと，写真を含んだ手順の説明  

書きを読むことなどは，我々の普段の読書生活で多く行っていることである。それをテストで評  

価することは，我が国のテストの中ではあまり行われていない。DARTの「イカロス」（設問1  

～6），「日食」（設問12～15），「オリジナルの民話を作ろう」（設問19～23）は，これらをテスト  

形式で評価可能にしている好例と見ることができる。  

（2）読む（読書）という概念を広くとらえていること   

最初に述べたように，オーストラリアでは，クリティカル・リテラシーや，マルチリテラシー  

ズ，メディア■リテラシー など，リテラシー を広く見る見方が定着している。このことを裏付け  

るように，DARTでは，読むということを広く扱っていた。具体的には，以下のようなことが読  

書力を測るものとして提案されていた。  

・マンガのコマ絵を読むということ（設問3）  

・自分の考えをコマ絵と解説文によって表現すること（設問6）  

・語の意味について絵に示して解答すること（設問9）  
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・知りたいという気持ちと具体的な問いを持つこと（設問15）  

・示された手順について自分ならどのように実行するかという意見を持つこと（設問22）  

・本の表紙から中身を予想すること（設問25）   

これからは，表現手段の多様性と表現内容の多様性の両方が認められる。  

（3）本や読書のジャンルについての知識を問うていること   

その子どもの普段の読書生活が分かるような，本や読書のジャンルに関する知識を持っている  

ことを，評価している。  

・話の虚構性あるいは神話というジャンルを知っていること（設問5）  

・工作の本について判断ができること（設問19）  

・絵本には，表紙タイトルが書かれているという知識を持っていること（設問24）  

・物語というジャンルを理解し，それにあわせた物語を作成できること（設問26）   

いずれも，読書を頻繁に行っていなければ，解答できないような設問ばかりである。  

（4）自由記述式解答が多く，オーブン・エンドの設問が多いこと   

解答の形式が，自由記述が多い。このことは，オープン・エンドの解答を行うために必要であ  

る。特に分類1でCまたはDと判断した設問，分類2でAYまたは00と判断した設問は，自由  

記述という形式によって表現しうるものである。  

5．ぁわりに   

本稿では，「国際標準」を視野に入れた読書力評価とは何かを検討するため，PISA2000及び  

PISA2003で上位の成績をおさめ，新しい時代のリテラシーを積極的に提案し，佃の英語圏の  

国々からも高く評価されているオーストラリアの国内標準テストDARTを分析し，我が国に示唆  

的な点を整理した。その結果，DARTは，雑誌や本といった実際の読書生活に近い媒体を用い，  

読書概念を広くとらえ，読書に関する本やジャンルなどの知識も評価し，かつ，自由記述式解答  

やオープンエンド解答で，児童・生徒の読書時に働く自由な予想を示させたり，読書と自分の経  

験とのつながりを発見させたりすることを読書力として評価していることが明らかになった。   

雑誌という媒体についての設問がなかったことや，読書力の側面を示した指標がなかったこと  

など，DARTに問題点がまったくないわけではない。しかし，DARTは，教育行政局へのデータ  

を提供するものというよりは，教師が普段の子どもの評価に用いるための評価パッケージである。  

このような評価パッケージを我が国でも開発すれば，本研究の目的としている，「学校数育におけ  

る児童・生徒の読書活動を推進し活性化するような読書力評価」を，現在よりもよい状態で行う  

ことができるものと考える。   

今後も，このような事例を積み重ねながら，我が国の読書力評価の改善を検討していきたい。  
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感謝申し上げる。   

なお，本稿は，平成16年度～18年度科学研究費補助金若手研究（B）「リテラシー育成指向の読書  

指導研究のための国際標準に基づく読書力診断テストの開発」（課題番号16730416）の助成を受  

けている。  

注  

（1）イギリスのナショナル・テストとは，ナショナルカリキュラムに基づいてその達成度を見  

るテストである。7歳，11歳，14歳の全ての児童・生徒が対象となっており，読書，数学，  

理科等が含まれている。QCA（QualificationsandCurriculumAuthority）が作成，実施して  

いる。足立（2003）参照。アメ1）カのNAEP（NationalAssessmentofEducationProgress，  

全国数育到達度評価）とは，アメリカの教育行政に関する統計を扱っている研究所NCES   

（NationalCenterforEducationStatistics）によって毎年行われている全米レベルのテスト  

で，4年生，8年生，12年生が対象のテストである。州ごとの成績を示すものである。足立   

（2004）参照。  

（2）PISAとは，OECD（経済教育開発機構）による15歳の生徒の学習到達度調査である。読   

解力（readingliteracy），数学的リテラシー （mathematicalliteracy），科学的リテラシー   

（scientificliteracy）の3分野について扱っている。3年ごとに3分野が実施されるが，毎回  

中心となる分野が決まっている。2000年（PISA2000と呼ぶ）は読解力について，2003年   

（PISA2003と呼ぶ）は数学的リテラシーについて重点がおかれ，2006年も科学的リテラシー  

に重点が置かれることが決まっている。本稿での関心は，読解力のみである。我が国におい  

ては，PISA2000の読解力の平均が31カ国中8位，PISA2003の読解力が41ケ国中14位となっ  

た。PISA2000は我が国の国語・読書・読むことなどに関わるほとんど初めての国際テスト  

であったがゆえに，国語科教育界でも注目を集めた。PISA2003の方は，PISA2000に比べて   

統計的に有意な低下と認められ，学力低下論議が起こった。なお，国立教育政策研究所が，   

PISA2000，PISA2003の結果報告書をまとめている（国立教育政策研究所，2002，2004）。オ  

ーストラリアは，PISA2000もPISA2003も読解力の平均が第4位であった。  

（3）筆者は，在外研究員として，イリノイ大学シカゴ校に1年間滞在したが，教員・博士院生  

の研究会及びゼミ等で，オーストラリアの文献を読んだ割合が高かった。アメリカ国内にお  

ける各種学会・研究会等でも，オーストラリア・ニュージーランドの研究者の招待はイギリ  

ス・カナダ等よりも多かった。  

（4）オーストラリアは，首都特別区，ニューサウスウェールズ州，北特別区，クイーンズラン   

ド州，南オーストラリア州，タスマニア州，ヴィクトリア州，西オーストラリア州の8つの   

地区によって，教育のテストや評価を行っている。一般的に子どもたちは，低学年（就学前   

か1年生か2年生），3年生，5年生，7年生で，州独自のテストを受ける。  

（5）筆者は基本的に，「読書」．と「読むこと」を区別しない立場に立つ。特に英語圏のものを扱  
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っている場合は，原語はいずれにせよreadingである。  

（6）Boedyetal（1996）のことである。この中に，実施の仕方（どのような言葉を話すかも含   

む），解答，採点の仕方，採点の基準（評価基準）が示されている。  

（7）B型雑誌もやはり8ページ構成となっており，1ページ日の表紙と，8ページ目の裏表紙   

は，A型とまったく同じである。やはり，神話・伝説・民話の特集ということになっている。  

2ページ目は，鳥の足の形についての説明文である。それぞれの鳥の姿と足の形が，絵で示  

されている。3ページ目は，コシグロトキという古代エジプトの智恵の神とされていた鳥に   

ついて，複数の形態の文章からなる新聞か雑誌の一面のようなページである。4ページ目は，  

ミノタウロス（ギリシャ神話）についての簡単な説明と，ミノタウロスの姿についての描写   

文からなる。5ページ目は，ミノタウロスの形をしたビスケットを作るためのレシピが，第   

1ステップから第7ステップまで示されている。6・7ページは，中国の伝説である。10個   

の太陽が出て，皆日照りで困っていたが，HouYeeという弓道家が9個の太陽を射抜き，英   

雄になったというものである。B型雑誌はA塑に比べて多少文章が長く難しいようである。   

B型は，A型のような9コママンガこそないが，多ジャンルや多種の文章を取り入れている  

こと，絵を取り入れていることなど，A型と共通する特徴が認められる。B塑から指摘でき   

る点は，A型でも指摘できるので，本稿では，A塑のみを取り上げた。  

（8）足立（2004），53ページ，表6のうち，4年生村象の文学的テクスト「川」の9つの設問，   

情報的テクスト「ウォンバットに注意しろ！」の12の設問を，QARに基づく分類で分類して  

みた。  
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